
13:00-16:30
7.23

2023

（日）

青年期・成人期の
発達障害者支援に
関心のある方は
どなたでも

対象

『発達障害のある人の
社会的孤立・孤独とマイクロアグレッション』

『青年期・成人期において、発達障害の
"障害"は社会のどこにあるのか？』

大島 郁葉さん 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 教授

●当日のイベント終了時点まで申込可能。●見逃し配信も予定してます！

「発達障害の"障害"は、
  社会のどこにあるのか？」

一般公開WEBイベント

［第一部］ 基調講演

［第二部］ パネルディスカッション

参加
無料

『ここがヘンだよ、大学や社会』

ウェビナー形式
（Web会議システムZoom）

! ?

要申込

当事者と支援者の模擬対話セッションあり

この形の道が通りやすい…

騒音が苦手…

すこし一緒に休んでみよう

出口はこっちだよ

出口がわからない…

形は変えずに出口だけ調整するね

これも気になる…

目立たせておこう

あれも気になる…

わかった。そこに置いてみるね　

一度にたくさんの作業が難しくて…

出口がわかるように

ここに石があれば登りやすいかも

１つずつゆっくり進めていこう



臨床心理士・公認心理師。日本認知・行動療法学会 理事・常任編集委員
主著：『ASDに気づいてケアするCBT―ACAT実践ガイド―』（共著）、『事例でわかる
思春期・おとなの自閉スペクトラム症―当事者・家族の自己理解ガイド―』（共著）、
『認知行動療法を提供する―クライアントとともに歩む実践家のためのガイドブック―』
（共著）、『認知行動療法を身につける―グループとセルフヘルプのためのCBTトレー
ニングブック―』（共著）（いずれも金剛出版）ほか。

『発達障害のある人の
社会的孤立・孤独とマイクロアグレッション』

13:10 -14:20

大島 郁葉さん 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 教授

『青年期・成人期において、発達障害の
"障害"は社会のどこにあるのか？』

『ここがヘンだよ、大学や社会』

14:30 -16:30

共催

協力　

筑波大学ダボットプロジェクト　　

下記の申込フォームよりお申し込みください。

https://dd-social-barrier.peatix.com

※情報保障等が必要な参加者は2023年7月9日（日）までに申し込み
当日のイベント終了時点まで申込可能です。（当日参加：1000人まで）

➡１ヶ月間の見逃し配信を予定！見逃し配信のみの方も申し込みください。

筑波大学ダボットプロジェクト
JST-RISTEX SOLVE for SDGs　令和 4年度採択ソリューション創出フェーズ
研究代表者：筑波大学人間系 准教授　佐々木銀河
「神経多様性に応じたチャットボットの地域連携モデルの構築および他対象・多地域展開」

オールマイノリティプロジェクト
JST-RISTEX SOLVE for SDGs　社会的孤立・孤独枠
研究代表者：千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 教授　大島郁葉
「オールマイノリティプロジェクト：発達障害者を始めとするマイノリティが社会
的孤立・孤独に陥らない認知行動療法を用いた社会ネットワークづくり」

申込方法

大島 郁葉さん
千葉大学子どものこころの
発達教育研究センター 教授

村田 淳さん
京都大学学生総合支援機構 

准教授

堀口 里奈さん
筑波大学大学院生

佐々木 銀河
筑波大学人間系 准教授

モデレーター

●

申込締切●

問い合わせ先　● dabot@un.tsukuba.ac. jp

当事者と支援者の模擬対話セッションあり
! ?

029-853-7638

https://www.jst.go.jp/ristex/solve/project/solution/solution22_sasakigingapj.html
https://all-minorities.com/

筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局（BHE）　／　京都大学高等教育アクセシビリティプラットフォーム（HEAP）

「発達障害の"障害"は、
  社会のどこにあるのか？」

一般公開WEBイベント

要申込 参加無料

［第一部］ 基調講演

［第二部］ パネルディスカッション

ウェビナー形式
（Web会議システムZoom）


